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問題１

かけ算から計算する

同じ数字の並びだ！

何かいい方法がありそうだ １００になるぞ！

簡単に計算できそうだ



２ 奇数の和Ａ，偶数の和Ｂを，それぞれの式で表してみると，次のようになります。

Ａ ＝ １＋３＋５＋７＋・・・・・・・・＋２０１５＋２０１７

Ｂ ＝ ２＋４＋６＋８＋・・・・・・・・＋２０１６＋２０１８

Ａ，Ｂを比較してみると，Ｂの方がそれぞれ１ずつ大きいことがわかります。

差を求めてみると，

Ｂ ＝ ２＋４＋６＋８＋・・・・・・・・＋２０１６＋２０１８

Ａ ＝ １＋３＋５＋７＋・・・・・・・・＋２０１５＋２０１７

差 １＋１＋１＋１＋・・・・・・・・＋ １＋ １

１が １００９ あるので，

１×１００９＝１００９

（答え）Ｂが１００９大きい

３ はじめに，次の計算を確認しておきましょう。

１０＋１０＝２０， １０－１０＝０， １０×１０＝１００， １０÷１０＝１

計算の順序は，＋と－よりも ×と÷を先に計算します。

できるだけ大きい数をつくるためには，１０×１０と１０÷１０をうまく組み合わせていく

ことを考えていくことになります。

例えば，次のように入れます。

１０×１０－１０÷１０＋１０＝１０９

１０＋１０×１０－１０÷１０＝１０９

１０×１０＋１０÷１０－１０＝ ９１

このように考えていくと，計算の答えがもっとも大きくなるのは，１０９になるときです。

この他にも，１０９になる＋，－，×，÷ の入れ方はまだあります。

ぜひ，考えてみましょう！

（答え） １０９


